
【参考資料】

　「委員会」 「ワーキング」 「ワークショップ」 実施一覧

中国学園大学オフィス

■「社会人基礎力養成委員会」 （平成２２年）

月 日 曜 内容 対象 場所・会場 参加者

6 22 火 委員会 連携校の教職員 中国学園大学 １１大学　１８名

　※ 「委員会」方式から「ワーキング」方式に変更

　　　　（理由）　各大学での「キャリア教育」に対する考え方・準備・内容が様々であり、「教育として実施の大学」「学

　　　　　　　　　　生支援として実施の大学」「未実施」の大学など、状況や方向性に共通要素がない中で委員会を重ね

　　　　　　　　　　ることよりも、担当者・経験者・受講学から成るワーキングで検討を重ねる方が事業目的達成につな

　　　　　　　　　　がるとの意見が、第１回委員会の開催前から挙がっていた。　第１回の委員会の参加者も、立場・担

　　　　　　　　　　当や経験に共通要素がないことから、参加者の意向を確認した上で、「ワーキング」への変更を行うこ

　　　　　　　　　　ととした。

　　　　（変更内容）　「キャリア教育担当講師」「企業の人事担当」「キャリア教育受講経験者（社会人）」「受講経験

　　　　　　　　者（学生）」が参画するワーキング活動に切り替え、個別対応のヒヤリング・意見交換会を実施する。

　　　　　　　　2011年度には、連携校の教職員を集め、また学生の代表者も参加しての「ワークショップ」を開催し、

　　　　　　　　ワーキングの結果報告と学生プレゼンをテーマにした意見交換会を実施する。

■「社会人基礎力養成ワーキング」

　【平成２２年度】 （計 ２５回）　　

月 日 曜 内容 対象 場所・会場 参加者

4 22 木 ヒヤリング 修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 修了生 １０名

5 20 木 意見交換会 修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 修了生 ８名

6 10 木 ヒヤリング 講座の現受講生 デジタルミュージアム 学生 ９名

6 17 木 ヒヤリング 修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 修了生 ９名

7 8 木 意見交換会 講座の現受講生 デジタルミュージアム 学生 ９名

7 10 土 ヒヤリング 大学キャリア教育講師 高松 大学教職員 ３名

7 27 火 ヒヤリング 高校教諭 林野高校 高校教諭 ３名

7 15 木 ヒヤリング 昨年度の修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 昨年度の修了生 ８名

9 4 土 シンポジウム企画 修了生（社会人） 中国学園オフィス 社会人修了生 ４名

9 11 土 意見交換会 企業の人事担当 岡山駅前 人事担当者 ２名

9 16 木 意見交換会 昨年度の修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 昨年度の修了生 ５名

10 17 日 ヒヤリング 企業の人事担当 岡山駅前 人事担当者 １名

10 21 木 ヒヤリング・意見交換会 修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 修了生 ５名

11 5 金 ヒヤリング キャリア教育講師 岡山駅前 民間講師 ２名
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11 9 火 ヒヤリング 専門学校キャリア講師 岡山駅前 専門学校講師 １名

11 18 木 ヒヤリング 講座の現受講生 デジタルミュージアム 学生 １３名

11 18 木 ヒヤリング・意見交換会 昨年度の修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 昨年度の修了生 ８名

12 5 日 シンポジウム企画 修了生（社会人） 表町 社会人修了生 ５名

12 5 日 ヒヤリング・意見交換会 企業の人事担当 岡山駅前 人事担当者 ２名

12 10 金 ヒヤリング 高校教諭 邑久高校 高校教諭 ４名

12 16 木 ヒヤリング 昨年度の修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 昨年度の修了生 ５名

1 15 土 ヒヤリング 修了生（社会人） 中国学園オフィス 修了生 ３名

1 20 木 ヒヤリング・意見交換会 講座の現受講生 デジタルミュージアム 学生 １４名

1 20 木 意見交換会 修了生（学生） 奉還町 ＯＮＳＡＹＡ 修了生 ６名

1 23 日 シンポジウム振り返り 修了生（社会人） 表町 社会人修了生 ５名

　【平成２３年度】 （計 １９回）　　

月 日 曜 内容 対象 場所・会場 参加者

5 17 火 ヒヤリング振り返り 修了生（学生） 岡山大学 修了生 ５名

5 31 火 ヒヤリング振り返り 修了生（社会人） 中国学園オフィス 社会人修了生 ５名

6 2 木 意見交換会 修了生（学生） 中国学園オフィス 修了生 ２名

6 7 火 意見交換会 岡山県職員 岡山県県民生活部 県職員 ３名

6 9 木 ワークショップ企画 修了生（学生） 岡山理科大学 修了生 ３名

6 10 金 意見交換会 企業の人事担当 岡山駅前 人事担当者 ２名

6 23 木 ワークショップ企画 昨年度の修了生（学生） 岡山大学 修了生 ５名

6 24 金 意見交換会 高校教諭 邑久高校 高校教諭 ４名

7 14 木 意見交換会 修了生（社会人） 中国学園オフィス 社会人修了生 ３名

9 8 木 ワークショップ企画 昨年度の修了生（学生） 岡山大学 修了生 ４名

10 20 木 意見交換会 企業の人事担当 高梁市 Ｉ社 事業部 人事担当者 ３名

10 27 木 意見交換会 講座の現受講生 デジタルミュージアム 学生 １４名

11 8 火 意見交換会 企業の人事担当ほか 中国学園オフィス 社会人 ５名

11 10 木 意見交換会 講座の現受講生 デジタルミュージアム 学生 ９名

11 11 金 意見交換会 修了生（社会人） 中国学園オフィス 社会人修了生 ４名

11 25 金 意見交換会 修了生（社会人） 中国学園オフィス 社会人修了生 ３名

11 30 水 意見交換会 昨年度の修了生（学生） 中国学園オフィス 昨年度の修了生 ５名

12 5 月 ヒヤリング・意見交換会 高校教諭 岡山南高校 高校教諭 ４名

12 23 金 意見交換会 大学教員 駅元町 大学教員 ２名

■「社会人基礎力養成委員会」 （平成２３年）

月 日 曜 内容 対象 場所・会場 参加者

9 30 金 ワークショップ 連携校教職員＋学生 中国学園大学 ９大学 １６名 ＋学生４名

- 2 -



ワーキングMEMO
（修了生，受講生２）■身についた「基礎力」

気付き気付き

行動

習慣化習慣化

【仮説】 キャリア形成とは、「目標設定」ではなく、「習慣化」である

ワーキングMEMO
（受講生１）■グループ企画会議の振り返り

絞り込む 拡ろげる絞り込む 拡ろげる

絞り込む
再度

拡ろげる拡ろげる

ワーキングMEMO
（修了生，受講生）■学生視点での「キャリア形成講座」とは

求める求める

もの１

求める

もの２

求める

もの５

求める

もの３

求める

もの４

ワーキングMEMO
（修了生，企業）■現場から学ぶ具体的事例

アクション シンキング

社会人基礎
力の要請

その他基礎力チームワーク

ワーキングMEMO
（修了生）■ワークショップでの検討テーマは？

ワーキングMEMO
（修了生）■ワークショップ企画案の作成

【検討テーマ・論点】【検討テーマ・論点】

グループＡ グループＢ グループＣ
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ワーキング2010

意見交換会 Ⅰ

岡山オルガノン

中国学園大学オフィス中国学園大学オフィス

ワーキングの狙い・目的

教職員・学生の合同による教職員 学生の合同による

「ワークショップ」開催に向けて「ワ クショップ」開催に向けて

自由な意見交換を行う！自由な意見交換を行う！

ワーキングのテーマ

学生が望む
「キ リア講座 とは「キャリア講座」とは

ではでは、

意見交換会を始めましょう意見交換会を始めましょう

自自
己

紹介

己

紹介紹介

講座を受講しての講座を受講しての

感想感想
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（役立った点）（役立った点）

（課題・問題点）（課題 問題点）

講講
座座
にに
対対
すす

要望
す
る要望る

提提
案案案
・企企
画画
案案

学学
生生
が
望む講座とは？
が
望む講座とは？

次次
回
に向けて
回
に向けて
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ワーキング2010

意見交換会 Ⅱ

岡山オルガノン

中国学園大学オフィス中国学園大学オフィス

12月25日 シンポジウムに向けて

岡山オルガノン 中国学園大学オフィス

【第１部】

基調講演基調講演

【第１部】

「先手必勝！先手必勝！

同期から一歩先んじる新入社員になる方法同期から一歩先んじる新入社員になる方法

～現場で活かせ！社会人基礎力～」～現場で活かせ！社会人基礎力～」

＜講師＞ 松下 直子氏

（株式会社 オフィスあん 代表）（株式会社 オフィスあん 代表）

【第２部】

後輩たちに贈る

現場からの熱い言葉！現場から 熱 言葉！
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【第２部】【第２部】

後輩たちに贈る後輩たちに贈る

現場からの熱い言葉！現場からの熱い言葉！現場から 熱 言葉！現場から 熱 言葉！

パネリスト紹介

大学コンソーシアム岡山

「キャリア形成講座」修了生

岡山で活躍中の若手社会人岡山で活躍中の若手社会人

（４名）

パ ネ スリパ ネ スリ

トトト

４４４

杉 本杉 本

太健 太健 太健

仁 井 小名仁 井

太

小名

太 百太 百

合合合

本吉 本吉

柳柳

芽 依

柳

芽 依芽 依
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邊邊渡 雅邊渡

斗

雅

斗斗
進 行

田飯 司哲田飯 司哲

発表内容

第壱話第壱話

自自
己

紹介

己

紹介紹介

印印
象象
にに
残残
っ
エピソ ド

っ
た 第エピソードた 第

弐
話話

学生と社会人と学生と社会人と

のちがいのちがい

第参話第参話
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社 第社
会

第
四

会
で

話
で
必必
要要
力とは

要
な力とはな

起業を志した起業を志した

きっかけはきっかけは

仕仕
事事

チ は
の
モチベーションはチ

この一年間をこの 年間を

漢字 文字で漢字一文字で

たとえるとたとえると

第伍話第伍話

杉本 仁井名

「 」 「 」「 」 「 」

吉柳 渡邊

「 」 「 」「 」 「 」

学
第六話

学
生

第六話

生
へ
のの
エエ
ーー
ルル
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贈
言葉

贈
る、言葉る

ひひ
とと
つつ
の
頭

考えない
頭
で考えないで

保し保
留

し
よ
う

ひ

留
し
な

う
！ひ

と
な
い

！
と
つ

い
でつ

の
頭

で
行

考えない
頭
で

動
考えないで

保し「わかる」を 保
留

し
よ
う

「わかる」を
「できる」に！

ひ

留
し
な

う
！

「できる」に！

ひ
と

な
い

！
と
つ

い
でつ

の
頭

で
行

考えない
頭
で

動
考えないで

≪社会人基礎力≫

①「前に踏み出す力」

②「考え抜く力」② 考 抜 力」

③「チームで働く力」③ チ で働く力」

以上が

「シンポジウム」の概要です。

では、

意見交換会を始めまし う！意見交換会を始めましょう！
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【ワークショップ打合せＭＥＭＯ】 2011/6/23

■コンソーシアム 「キャリア形成講座」の狙い・目的

　　＜従来の「キャリア講座」＞ 　＜コンソーシアムで実践している「キャリア形成講座」＞

　　・「働く」とは　（就労意欲の醸成） 　・「入社から定年まで活かせる能力」とは
                      　（働く意義・目的）
　　・企業トップの講演・訓話 　・実力養成トレーニング

　・実践的な課題解決
　　・単発スタイル（オムニバス） 　・積み上げ型プログラム （15回シリーズ）
　　・かたち重視のマナー 　・実践的マナー＆現場重視のビジネスマインド）

　・講師が実社会経験者　＋個々に専門知識を習得中
　
　　・面接必勝法 　※就活対策とは区分したキャリア形成教育
　　・資格取得のすすめ 　　（就活にも役立つ心構え）（グループ模擬面接）は実施

　　　＋
　・講座OB（社会人も含む）との交流企画
　・地域活性化イベントへの出展

■受講しての感想　（役立った点、効果をあげた点）
　　　　　　　　　　　　（問題点、物足りなかった点）

■要望・講座に望むこと

■学生からの提案企画
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大学教育連携センタ大学教育連携センター

中国学園大学オフィス中国学園大学オフィス

「実践的キャリア教育委員会」 報告「実践的キャリア教育委員会」 報告

（社会人基礎力養成連携委員会）

中国学園大学オフィス

飯田 哲司

２００５年 ５月 ： 提案・構想・企画化

設立ワーキング・グループ活動開始設

２００５年１２月 ： 学長懇談会で承認

２００６年 ４月 ： 「大学コンソーシアム岡山」設立

◇目指すべきイメージ
2005．5 検討当初

・ 産学官連携推進会議 キャリア教育推進事業に、“ワンストップの専門機関”を設置する

・ 「インターンシップ」という従来の呼称を、「キャリア教育支援」に置き換え、岡山大学「キャリア教育プログラム」に準拠した

“あらたな支援プログラム”とするあらたな支援プログラム とする

大 学

教育開発ｾﾝﾀｰ

産学官連携

推進会議
企 業

教育開発ｾﾝﾀ 推進会議

企業内
ﾄﾚｰﾅｰ

（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ）

（主体的に参画）

学生

委員会
同窓会

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

企業内

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ

（ﾊ ｯｸｱｯﾌ）

★ｷｬﾘｱ教育支援 ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ機関

（相談・ﾏｯﾁﾝｸﾞ・調整・情報ｽﾄｯｸ）

※企業は、就労機会の提供以外にも、「就職観やキャリア意識の醸成」を支援

企業にとってのメリットは、「社員への刺激付け」 「企業イメージ向上」 （従来型よりも受入れ負荷を軽減）

大学コンソーシアム岡山（仮称）の概念図

産産 官官産産
産学官連携教育プログラム

新インターンシップ・
キャリア教育・高大連携キャリア教育 高大連携

大学コンソーシアム岡山大学コンソーシアム岡山

（県内１５大学）学生連携教育プログラム 生涯教育プログラム（県内１５大学） 生涯教育プログラム

教職員連携プログラム

単位互換制度・学生交流 公開講座・フォーラム

（共同研究・人事交流 等）

≪事業内容≫

大学

事業部

■単位互換
■ｅラーニング

≪事業内容≫

事業部
■ ラ グ

大学コ 社会人産学官
ンソーシ
アム

社会人
事業部

産学官
事業部

■吉備創生カレッジ■キャリア形成講座
■実践マナー講座

力 座
学生

交流

■学生交流イベント
・コンテスト企画

■金融知力講座
■イベント出展

（まなびピア 等）
交流 ・エコ・ナイト
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●産学官連携事業部●産学官連携事業部

『キャリア形成講座』『キャリア形成講座』

『実践マナー
＆ビジネスマインド講座』＆ビジネスマインド講座』

「体験型（参加型）講義」

「実践的トレーニングワーク」

『キャリア形成講座』

実践的なトレーニングにより、
社会人として必要な基礎力社会人として必要な基礎力・

応用力を身につけよう！

入社後から定年まで
活活かせる
キャリア教育キャリア教育

７月１９日 山陽新聞 朝刊

◆１５回の正規講義

⇒ ２単位付与

◆２００６年の前期より開講

⇒  １２クラス実施

約３００名が受講約３００名が受講

（＊リピーターも多数あり）

■開講日 ： 後期は、≪１０月７日 開講≫

毎週 木曜日 １６：３０ １８：００毎週 木曜日 １６：３０～１８：００

■場所 ： 岡山市デジタルミュージアム 講義室
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コミュニケー
ション力

自己分析
ション力

社会を知る

他者理解

社会を知る

社会人基礎力

グループ・ワーク

社会人基礎力

プレゼンテーグループ・ワーク

（課題解決）
ション力

（課題解決）

実践マナ ビジネスマインド
＋

実践マナー・ビジネスマインド

受講生数の推移 （2006～2009年度）

講座内容の紹介

前半は、
「コミュニケ ション力」 「自己分析」「コミュニケーション力」 「自己分析」
「他者理解」「キャリア形成論」を、実践的に学び、

後半の「課題解決グループ企画会議」では、
最終回の≪プレゼン大会 優勝≫に向けて最終回の≪プレゼン大会 優勝≫に向けて、
チーム一丸となっての真剣勝負を展開！！

徹底した「体験学習」と「実践型トレーニング」

企業出身で、採用・社内研修の経験を有する講師が担当
（現在も 「企業内研修」や「プロ養成セミナー」を担当）（現在も、「企業内研修」や「プロ養成セミナー」を担当）

⇒ 時代に合った実践型トレーニングメニューを作成

【講座のテーマ・合言葉】

● 「わかる」と「できる」はちがう

● 「保留」しないで「行動」しよう！

● 考えることを人に任せるな！

● ひとつの頭で考えない

● 自己実現と他者実現
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１．社会が求める人材とは１．社会が求める人材とは ≪社会が求める人材（力）とは≫≪社会が求める人材（力）とは≫

① 自主自立 自分で考え決める力① 自主自立 ・・・ 自分で考え決める力
自立して生きてゆく力

② 行動力 ・・・ 自ら現場に行き参画する力

③ 問題解決力 ・・・ 問題意識 ⇒ 発見 ⇒ 解決

④ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 ・・・ 自分の意見を伝え 説得する力④ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 ・・・ 自分の意見を伝え、説得する力
他人と理解しあう力

⑤ ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ ・・・ 目標達成のため、人を動かし
成果に導く力

≪仕事に必要な基礎力≫ 大久保幸夫 「仕事のための１２の基礎力」 （日経ＢＰ社）≪仕事に必要な基礎力≫ 大久保幸夫 「仕事のための１２の基礎力」 （日経ＢＰ社）

対人能力 対自己能力 対課題能力

④ 楽 天 力① 反 応 力 ⑥問題発見力

⑤継続学習力② 愛 嬌 力

③文脈理解力

① ： コミュニケーションの基礎中の基礎

④ ： ストレス耐性

⑥ 自 自 力⑥ ： 自らの目標を、自ら提起する力

人柄８９ ６％ ５３ ３％

出典：「就職白書２００５」

人柄

その会社への熱意

今後の可能性

８９．６％

７８．８

７４ ２

５３．３％

２０ ６

４２．１

今後の可能性

能力適性検査

性格検査

３５．２

７４．２

３４ ９

２０．６

２．７

２ ５性格検査

アルバイト経験

大学での成績

３４．９

２１．５

１８ ５ １４ ８

２．５

５７．９

大学での成績

クラブ・サークル

語学力１３ ３

１８．５

１３．８

９ ８

１４．８

３７．０

語学力

取得資格

大学名

１３．３

１１．８

１０ ６

９．８

５ ４

１６．３

企 業 学 生
大学名

趣味・特技

ボランテ ア経験

１０．６

７．１

４ ６

５．４

３０．３

１２ ３

企 業 学 生
８３３社 １６１６人

重視する項目 アピール項目
ボランティア経験４．６ １２．３

重視する項目 アピ ル項目

２．コミュニケーション力２． ミ ケ ション力
宇宙人発見！ 山駅 確保！！宇宙人発見！岡山駅西口で確保！！

②スポーツ新聞で

③ネットの書き
込み情報で

①テレビのニュースで
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◇「伝わる」とは、

： 何を言うかではなく、誰が言うか

自分 思 を確実に相手に伝えた なら自分の思いを確実に相手に伝えたいなら、

「メッセ ジ力・メディア力」をつけること・・・「メッセージ力・メディア力」をつけること・・・

“あなた自身が信頼される力”

《コミュニケ ションのポイント》《コミュニケーションのポイント》

双方向

聞 き 方 伝 え 方

双方向

●目を見る ●論理的に●目を見る

●うなづく

●論理的に

（PREP法）●うなづく

●反射する

（PREP法）

●気持ちを配慮●反射する ●気持ちを配慮

（YES-BUT法）
（繰り返す・要約する）（繰り返す・要約する）

３．自分の適性と進路選択分 働くことと自分を考えるポイント

≪マッチング理論の間違い（ＲＩＡＳＥＣ）≫

・自分はいつまでも、いまの自分ではない。

日々成長していくし、興味・関心も変化していく。

≪ＲＩＡＳＥＣ （６つの性格）≫
人の性格と 職業の特性の持つ「６つの特徴」とは

（６ の性格）

Ｒｅａｌｉｓｔｉｃ Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｖｅ Ａｒｔｉｓｔｉｃ

人の性格と、職業の特性の持つ「６つの特徴」とは・・・

ａ ｓ ｓ ｇａ ｓ

現実・実際的

（エジソン）

研究的

（キューリー夫人）

芸術的

（ピカソ）

Ｓｏｃｉａｌ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｉｎｇ Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ

社会的 企業・冒険的 因習・組織的社会的

（シュバイツアー）

企業 冒険的

（カーネギー）

因習 組織的

（ロックフェラー）

貯蔵 運送

《職務世界の地図》 出典 ：1985 The American College Testing Program.

事務処理貯蔵・運送

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

調査・ｾｰﾙｽ
販売員 ﾞ ﾈ ﾀ

物流・保管

ﾟ ｸﾞ ｸﾞ ｸ

事務処理対人折衝
秘書 ＣＥ

財務・金融

車両運転・修理

教育
接客・案内

教師・講師・
客室乗務員・
ﾎﾃﾙ・ｶﾞｲﾄﾞ・

販売員・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ・ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

会計士・ｱｸﾁｭｱﾘｰ・
銀行・保険 車両運転・修理

農業
行政

保育士

公務員・警察官
農業・園芸

ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ・操縦士・
整備士・ﾒｶﾆｯｸ

ﾎﾃﾙ ｶ ｲﾄ
通訳

銀行 保険

データ

技術職
社会的
サ ビス

製造
機械健康管理

公務員・警察官
消防士・外交官

ｴﾝｼﾞﾆｱ・

溶接工・板金工・
機械設計栄養士・整体士・ 概 念

物人 技術職サービス

Ｓ Ｒ

医療

自然 科学

芸術文学
小説家・
詩人

画家・舞踏家・
ﾐｭｰｼﾞｼｬﾝ

医師・看護士

ｴﾝｼ ﾆｱ・
ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

機械設計栄養 整体
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ

自然・科学

数学

演技・創造

社会科学

詩人 ﾐｭ ｼ ｼｬﾝ

俳優・演出家・芸人

数学者

気象予報士・宇宙飛行士・
動物飼育員・養殖業

数学者・
天文学者

精神科医・
ｶｳﾝｾﾗｰ 科学方面芸術方面

Ａ Ｉ

４．キャリア形成新理論４．キャリア形成新理論
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学
歴

人
物

創
造

コ
ミ

地
頭

即
戦歴

重
物
重

造
性

ミ
ュ
ニ

頭
力

戦
力重

視
重
視

性
・
応

ケ
ー

力力

用
力

ー
シ
ョ力
ン
力力

２００９年２０００年１９９０年 ２００９年２０００年１９９０年

≪強迫観念が生む悪循環・・・≫

そもそも どんなキャリを
『キャリアをつくらなければ
ならない病』に苦しむ人たち

そもそも どんなキャリを

つくっていけばいいのか、
わからない

キャリアア プのため いろ

キ リアア プをしたいが どう

キャリアアップのため、いろ
いろしているが、思うように
いかない

【悩み】

キャリアアップをしたいが、どう
すればいいのかわからない

（手段・方法の悩み）

（成果・結果が出ない悩み）

悩み 苦しみ もがく結果、

果てしない自分探し・やりたいこと探しの旅に出
る・・・る

いつまでもスタートが切れない・・・

行動・実行行動 実行

成功 自信になる

失敗 勉強になる失敗 勉強になる

６．自己分析６．自己分析

セルフコントロール

対人スタイルを知る／診断対人 ルを知 ／診断

２０２０

１８

１６

１４

サポーター

タイプ

１２

１０

８

19.5
プ

６

４

２

Ｚ Ｙ Ｗ Ｘ

YOU ＝ あなた I ＝ 私

Ｚ Ｙ Ｗ Ｘ

You are not OK.You are OK. I am not OK.I am OK.

Ｓｔａｒ ｏｆ Ｗｏｎｄｅｒ

星をなぞってみよう！星をなぞってみよう！

【準備】

鏡とシートを配ります鏡とシ トを配ります

演習の説明を聞いてください！

スタートの合図で始めますので、
スタンバイして待ってください。
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厳しい 優しさ 冷静 協調性創造性厳しい

良心

口うるさい

優しさ

おせっかい

甘やかし

冷静

論理的

理屈っぽい

協調性

我慢強い

消極的

創造性

ワガママ

幼児性口うるさい 甘やかし 理屈っぽい 消極的幼児性

ＣＰ ＮＰ Ａ ＦＣ ＡＣＣＰ ＮＰ Ａ ＦＣ ＡＣ

大らか 気楽もの静か感情的冷たさ大らか

いい加減

無責任

気楽

他人に迷惑

勝手

もの静か

控えめ

分りにくい

感情的

人間味

非論理的

冷たさ

個人尊重

距離感無責任 勝手分りにくい非論理的距離感

７．実践的グループワーク７．実践的グル プワ ク

（企画会議）（企画会議）

（課題解決）（課題解決）

グループ分けグル プ分け

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

【テ マ】 「撤退に追い込まれたレストランを再生する【テーマ】 「撤退に追い込まれたレストランを再生する」

（１） 数々のトラブルと近隣の反発により閉店に追い込まれ

たレストランを、あらたなアイデアで復活させよう！

（二度と同じ失敗はできない・・・）

（２） 他の店にはない「画期的なコンセプト」 「独自の企画・（２） 他の店にはない「画期的なコンセプト」 「独自の企画・

ＰＲ広告案」を考え、生き残る店をプランしよう！

【要件の追加】

≪出資者からの要望 プレ シ ≫

【要件の追加】

≪出資者からの要望・プレッシャー≫

「これだけの好立地なのだから 成功するはず・・・「これだけの好立地なのだから、成功するはず・・・。
必ず儲かる店にせよ」

≪近隣住民からの強い要望≫近隣住民 強 要

「この街のイメージアップも重視してほしい。
街に溶けこみ、“文化”を意識した店づくりを・・・。
以前のようなことは もうこりごりだ・・・」

① 拡げる ・ ふくらます

② 絞り込む まとめる② 絞り込む ・ まとめる

③ 全否定する ・ 見直す
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【集大成】【集大成】

７ プレゼンテーション大会７．プレゼンテ ション大会

前半に学んだ
「コミュニケ ション力」 「自己分析」「コミュニケーション力」 「自己分析」
「他者理解」「キャリア形成論」を活かしてのチーム戦

最終回の≪プレゼン大会 優勝≫に向けて、
チ ム 丸とな て 真剣勝負を展開！！チーム一丸となっての真剣勝負を展開！！

「グ プ企 会議「グループ企画会議」

「プレゼンテーション大会」

クオリティの高い「プレゼンテーション」は、
企業の若手社員も圧倒！企業の若手社員も圧倒！

プロもうなるほどの資料
ビデオレターも巧みに導入

「和 をモチ フにした「和」をモチーフにした
企画は、浴衣姿でプレゼン

ハワイアンレストランの
企画発表は、エキゾチックに

（美味しい試食付きで）
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ミニドラマやＢＧＭ、ドラ や Ｇ 、
立体模型なども・・・

凝った演出で
斬新な企画をアピ ル斬新な企画をアピール

うらじゃの学生と
生産農家のコラボ企画も

わずか数回で、
ここまで真剣に取り組むここまで真剣に取り組む・・・

ＯＢも「プレゼン大会」にＯＢも「プレゼン大会」に
駆けつけ、審査に参加

大会の振り返りも
きっちり

【 後 絆】【修了後の絆】

打ち上げ・感謝会打ち上げ 感謝会

同期会の発足同期会の発足

社会人との交流社会人との交流

地域活動に参画地域活動に参画
（「まなびピア」出展）
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「ロゴマーク・コンテスト」」
などの運営も

◆１５回の正規講義

⇒ ２単位付与

◆２００６年の前期より開講

⇒  １２クラス実施

約３００名が受講約３００名が受講

（＊リピーターも多数あり）

■開講日 ： 後期は、≪１０月７日 開講≫

毎週 木曜日 １６：３０ １８：００毎週 木曜日 １６：３０～１８：００

■場所 ： 岡山市デジタルミュージアム 講義室

◆ 『キャリア形成講座』◆ キャリア形成講座』

「大学コンソーシアム岡山」で「大学コンソーシアム岡山」で、

次年度以降も継続実施！！

◆ 『実践マナー＆ビジネスマインド講座』

あらたな講師陣・プログラム・

開講形態を準備し、

「岡山オルガノン」で実施！！「岡山オルガノン」で実施！！

「社会人基礎力」 ＊経済産業省が定義

１） 前に踏み出す力 （アクション）１） 前に踏み出す力 （アクション）

２） 考え抜く力 （シンキング）２） 考え抜く力 （シンキング）

３） チームで働く力 （チームワーク）３） チ ムで働く力 （チ ムワ ク）

【社会人基礎力】 経済産業省が定義

主体性 課題発見力・主体性

・働きかけ力

実行力

・課題発見力

・計画力

創造力・実行力 ・創造力

キャリア
・発信力 ・傾聴力 ・柔軟性

・状況把握力 ・規律性

キャリア
教育の
定義

状況把握力 規律性

・ストレスコントロール力 定義
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高大連携 実例

高大連携講義 実例１

【 邑久高校 】【 邑久高校 】

キャリア形成のなかでも、「コミュニケーション力の強化」に焦点を

絞った展開を、１年生～２年生の２ヵ年に渡って実施

＊昨年の５月１日＊昨年の５月１日、

“閑谷学校１泊合宿”

150分キャリア講義

続編講座を実施 ： 6月（1年生全員） ＋ 1月（1年生・2年生合同）

高大連携講義 実例１

【 邑久高校 】【 邑久高校 】

『コミュニケーション講座』 （2010年度）

■1年生 ： 「自己理解」「調べる力」 ■２年生 ： 「伝える力」「プレゼン力」

１回 ４月 160人 （飯田）

160人 ＜90分＞

１回 ４月 －

80人＋80人 ＜90分＞

２回 ６月 160人 （Ｐ松田）

３回 11月 160人 （Ｐ侍留）

２回 5月 80＋80人 （Ｐ松田・Ｐ侍留）

３回 11月 80＋80人 （Ｐ桑田・飯田）３回 11月 160人 （Ｐ侍留）

４回 1月 160人 （Ｐ松田）

３回 11月 80＋80人 （Ｐ桑田・飯田）

４回 1月 80＋80人 （Ｐ桑田・飯田）

高大連携講義 実例２

【 和気閑谷高校 】 キャリア探求科【 和気閑谷高校 】 キャリア探求科

≪ ３週間連続 「キャリア形成」授業 ≫≪ ３週間連続 「キャリア形成」授業 ≫

■１週目 「社会で求められる力とは■１週目 ： キャリア形成講義 「社会で求められる力とは」 （飯田）

＋

◆２週目 ： １年生１２０名が３班に分かれ、希望の講義を受講

◆３週目 ： 同じく３班に分かれ、希望の講義を受講

逆インタ ンシップ逆インターンシップ

高大連携講義 実例２ 高大連携講義 実例３

【 林野高校 】 『”学問の鉄人“講座』【 林野高校 】
※15のコースより希望講義を選択

学問の鉄人 講座』

１ 文学 尾道大学

２ 経営学 中国短期大学

９ 環境 岡山大学

10 ＩＴ 岡山情報ビジネス学院

３ 教育学 美作大学

４ 福祉 岡山大学

11 調理・製菓 日本栄養専門学校

12 理容・美容 岡山ビューティーモード福祉 岡山大学

５ 看護・医療 岡山県立大学

食物 栄養 美作大学

理容 美容 岡山ビ ティ ド

13 音楽 放送芸術学院

14 公務員 専門学校ビ ク６ 食物・栄養 美作大学

７ 理学 高知大学

14 公務員 専門学校ビーマックス

15 就職 ㈱さんぼう

８ 工学 島根大学

（1・2年生 316名） ＜90分＞
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高大連携講義 実例３

【 林野高校 】【 林野高校 】

ＭＤＰＭＤＰ

「学問の鉄人講座」

1･2年生 316人
が、15の講座より
自由に選択受講自由に選択受講

高大連携講義 実例３-②

※ 2日間実施 （2007年12月）【 玉野高校 】 『合同出張講義』 ※ 2日間実施 （2007年12月）【 玉野高校 】 合同出張講義』

（１日目） （２日目）

１ 子ども 中国学園大学

２ 介護ｹｱ 中国短期大学

１ ｷｬﾘｱ形成 中国短期大学

２ 環境 倉敷芸科大学

３ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ 倉敷芸科大学

４ 心理学 川﨑医療福祉大学

３ 学芸員 就実大学

４ 医療 川﨑医療福祉大学心理学 川﨑医療福祉大学

５ 看護医療 岡山県立大学

食物 就実大学

医療 川﨑医療福祉大学

５ 体育実技 環太平洋大学

法律入門 （関西方面の大学）６ 食物 就実大学

７ 体育実技 環太平洋大学

６ 法律入門 （関西方面の大学）

７ 言語学 （関西方面の大学）

８ 経済学 （関西方面の大学）

（２年生 ２３０名） ＜90分＞

高大連携 実例

Ｂ． ≪受入れ講義≫

高大連携講義 実例

【 後楽館高校 】

１） 受入講義 （2008年 2009年 10月の第１週）１） 受入講義 （2008年・2009年 10月の第１週）

連続５日間、大学生・短大生に交じって、正規の
講義を体験受講講義を体験受講

＊２～３講義 × ５日間 ＝ １２講義２ ３講義 ５日間 １２講義

高大連携講義 実例

【 後楽館高校 】

２） ゼミ体験 （10月）

情報ビジネス学科のゼミを体験 （希望の生徒に実施）

先輩との交流も

高大連携 実例

Ｃ． ≪教員研修会≫
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高大連携講義 実例

【 教員研修会 】 ＊「生の講義」 ＋ 「意見交換会」

●林野高校 ： 2009年度 8月・2月 （120分）林野高校 年度 月 月 （ 分）

●久世高校 ： 2009年度 12月 （120分）久世高校 度

●和気閑谷高校 ： 2006・2007年度は年間6回和気閑谷高校

●岡山東商業高校岡山東商業高校

高大連携講義 実例

【 キャリア教育推進事業 】 ＊講演・報告会を実施

＋ 近隣の高校（協力校）

＜拠点校＞

●久世高校

●和気閑谷高校

＋ 近隣の高校（協力校）

地域の小学校・中学校

地域の企業 団体●和気閑谷高校

●岡山東商業高校

地域の企業・団体

市の担当者

教育 参●岡山東商業高校 教育庁 もご参加

出 講義
・通常授業 ・合宿

Ａ．出張講義
通常授業 合宿

・逆ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
・選択方式 合同講義選択方式 合同講義

Ｂ 受入れ講義
・一日 体験受講
・一週間 体験受講Ｂ．受入れ講義 ・一週間 体験受講
・ｽﾎﾟｯﾄ体験

ｷｬﾘｱ講義実演
Ｃ．教員研修会

・ｷｬﾘｱ講義実演
・ｷｬﾘｱ教育勉強会
（ ﾟ ﾄﾅ 講師紹介）・（ﾊﾟｰﾄﾅｰ講師紹介）

体験型キャリア教育

実践型キャリア教育

高大連携教育高大連携教育
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矢部　愼吾 中国学園大学オフィス　事務補佐員

中国学園大学

事務局教務課　事務職員環太平洋大学

片岡　良平 大学事務局次長兼教務部長

加藤　敬史

第1回　｢実践的キャリア教育委員会｣出席者名簿

桑田　朋美 中国学園大学オフィス　コーディネーター

キャリアセンター課係長

大 学 名

岡山商科大学

岡山理科大学

キャリア支援センター・教授

加藤　充美

氏　　名

岡山大学 三浦　孝仁

学長補佐・教授

学生部長・音楽部教授

キャリアセンター係長

吉井　万里子 教務課長

佐藤　大介

大学教育連携センター　センター長

大学教育連携センター　コーディネーター

職　　名

榎本　　豊 事務局次長・就職部長

岡山県立大学

岡山学院大学

くらしき作陽大学

就実大学

山陽学園大学

吉備国際大学

倉敷芸術科学大学

川崎医科大学

川崎医療福祉大学

ノートルダム清心女子大学
学務部事務長

飯田　哲司 中国学園大学オフィス　リーダー

西川　千鶴子

中野　浩志

学務部事務職員太田　裕子

木梨　憲一

生命科学部准教授　就職部次長

教務課長

大槻　剛巳

岡部　泰正

田中　俊行

木村　　宏
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平成２２年 ６月 ９日 

 

岡山オルガノン連携校 各位 

岡山オルガノン 中国学園大学オフィス 

                               代表  飯田 哲司 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  桑田 朋美 

 

 

 

第１回「実践的キャリア教育委員会｣開催について 

 

 

拝啓 

向暑の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、「社会人基礎力養成」につきましては、昨秋より取り組みを開始いたしましたが、カリキュラム案・ 

講師等の準備が整い、ここで委員会を設置する運びとなりました。 

 つきましては、下記日程にて第１回委員会を開催いたしますので、出席者の連絡をお願い致します。 

 （なお、委員選出につきましては、第１回委員会終了後に改めて依頼させていただきます） 

  敬具 

  

記 

 

 

１． 日  時 :      平成２２年 ６月２２日 （火)  １５：３０～１７：００ 

 

２． 場  所 :     中国学園 本館３階 第１会議室  ＜別紙地図参照＞ 

 

３． 出席いただきたい方 :  キャリア形成教育の導入に関する担当者 (教務課 等） 

もしくは、キャリア形成教育の実施担当者 

 

４．議 題 ：   ① 社会人基礎力養成事業の内容および進め方について 

            ② 準備・経過の報告 

            ③ その他 

 

 

※＜出席者の連絡＞ 

          別紙に記入のうえ、６月１８日(金)までに、メールまたはＦＡＸで連絡ください。 

 

以上 
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ワークショップ2011

大学教育連携センタ大学教育連携センター

中国学園大学オフィス中国学園大学オフィス

社会人基礎力養成ワークショップ
2011/9/30

～ 学生や社会の現場が望む～ 学生や社会の現場が望む

キャリア形成教育とは ～

岡山オルガノン 中国学園大学オフィス岡山オルガノン 中国学園大学オフィス

ワーキングの実施報告

２０１０年 ２０１１年２０１０年・２０１１年

■ ワーキングのテーマ ：

「学生が望む“キャリア形成教育”とは」

■ 「ヒヤリング」「意見交換会」を実施 ：

・現役学生 （「キャリア形成講座」 受講生）

・ 〃 （ 〃 修了生）

・若手社会人 （ 〃 修了生）

・キャリア教育関係者

企業の人事教育担当者・企業の人事教育担当者

【取組内容】

「社会人基礎力養成 に関する「社会人基礎力養成」に関する

ワークショップの開催のための活動ワ クショップの開催のための活動

◆ 「学生へのヒヤリング・意見交換会」◆ 「学生へのヒヤリング・意見交換会」

◆ 「社会人へのヒヤリング・意見交換会」◆ 「社会人へのヒヤリング・意見交換会」

学生へのヒヤリング学生へのヒヤリング
意見交換会

（月１回ペースで実施）
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「キャリア形成講座」の修了生へのヒヤリングキャリア形成講座」の修了生へのヒヤリング

社会人との意見交換会
（＋高校の先生方） （年間１８回実施）（＋高校の先生方） （年間１８回実施）

このヒヤリング・意見交換会での「内容」「要望」「提案」を元に、このヒヤリング 意見交換会での 内容」 要望」 提案」を元に、
連携校のキャリア教育実施担当者とのワークショップを開催する

＊このワ クシ プには学生代表者も参加の予定＊このワークショップには学生代表者も参加の予定

ワークショップ開催の前にワークショップ開催の前に
（初めての方への説明）

『キャリア教育』とは

２００５年、２００６年の時点では・・・

◇ 「キャリア形成教育」◇ キャリア形成教育」

① ： 「企業トップの訓話」 「社会人の日常的体験談」

② ： 「資格取得の指導」 「実務スキルアップの訓練法」

① ： 「企業トップの訓話」 「社会人の日常的体験談」

③ ： 「就職テクニック」 （エントリーシート記入法・面接必勝法）

② 資格取得 指導」 実務 訓練法」

シフト・チェンジ

実社会で必要とされる「力」を知り、身につける④ ：

自分を知り、社会を知り、「自己形成・自己実現」へ

繋げる行動を起こす！繋げる行動を起こす！

当時の反応・意見

■受講した学生からの意見 （一例）

① 「キャリア教育」と「就活対策」は別もの！
区分して実施してほしい

② 実践的なトレ ニングを行う『体験学習』を② 実践的なトレーニングを行う『体験学習』を
やってほしい （もっとやりたい）

③ 企業での勤務経験（入社面接～新人時代
～中間～管理職）のある講師から学びたい～中間～管理職）のある講師から学びたい

④ 社会人の先輩と交流できる場がほしい④ 社会人の先輩と交流できる場がほしい

■企業の人事教育担当者の意見 （一例）

① 「アウトプットする能力 の強化を！① 「アウトプットする能力」の強化を！
（発信力） （成果物を作り上げる）

② 「地頭力」の強化を！

③ 「自立心」を強化を！③ 「自立心」を強化を！
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大学コンソーシアム岡山

『キャリア形成講座』の取り組み

（２００５年に産学連携で開始）

≪事業内容≫

大学

事業部

■単位互換
■ｅラーニング

≪事業内容≫

事業部
■ ラ グ

大学コ 社会人産学官
ンソーシ
アム

社会人
事業部

産学官
事業部

■吉備創生カレッジ■キャリア形成講座
■実践マナー講座

力 座
学生

交流

■学生交流イベント
・コンテスト企画

■金融知力講座
■イベント出展

（まなびピア 等）
交流 ・エコ・ナイト

●産学官連携事業部●産学官連携事業部

『キャリア形成講座』『キャリア形成講座』

『実践マナー
＆ビジネスマインド講座』＆ビジネスマインド講座』

７月１９日 山陽新聞 朝刊

「体験型（参加型）講義」

「実践的トレーニングワーク」

『キャリア形成講座』

実践的なトレーニングにより、
社会人として必要な基礎力社会人として必要な基礎力・

応用力を身につけよう！
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入社後から定年まで
活活かせる
キャリア教育キャリア教育

コミュニケー
ション力

自己分析
ション力

社会を知る

他者理解

社会を知る

社会人基礎力

グループ・ワーク

社会人基礎力

プレゼンテーグループ・ワーク

（課題解決）
ション力

（課題解決）

実践マナ ビジネスマインド
＋

実践マナー・ビジネスマインド

前半は、
「コミュニケ ション力」 「自己分析」「コミュニケーション力」 「自己分析」
「他者理解」「キャリア形成論」を、実践的に学び、

後半の「課題解決グループ企画会議」では、
最終回の≪プレゼン大会 優勝≫に向けて最終回の≪プレゼン大会 優勝≫に向けて、
チーム一丸となっての真剣勝負を展開！！

徹底した「体験学習」と「実践型トレーニング」

企業出身で、採用・社内研修の経験を有する講師が担当
（現在も 「企業内研修」や「プロ養成セミナー」を担当）（現在も、「企業内研修」や「プロ養成セミナー」を担当）

⇒ 時代に合った実践型トレーニングメニューを作成

【講座のテーマ・合言葉】

● 「わかる」と「できる」はちがう

● 「保留」しないで「行動」しよう！

● 考えることを人に任せるな！

● ひとつの頭で考えない

● 自己実現と他者実現

学
歴

人
物

創
造

コ
ミ

地
頭

即
戦歴

重
物
重

造
性

ミ
ュ
ニ

頭
力

戦
力重

視
重
視

性
・
応

ケ
ー

力力

用
力

ー
シ
ョ力
ン
力力

２００９年２０００年１９９０年 ２００９年２０００年１９９０年
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行動・実行行動 実行

成功 自信になる

失敗 勉強になる失敗 勉強になる

グループ企画会議グル プ企画会議

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

「グ プ企 会議「グループ企画会議」

「プレゼンテーション大会」

クオリティの高い「プレゼンテーション」は、
企業の若手社員も圧倒！企業の若手社員も圧倒！

プロもうなるほどの資料
ビデオレターも巧みに導入

「和 をモチ フにした「和」をモチーフにした
企画は、浴衣姿でプレゼン

ハワイアンレストランの
企画発表は、エキゾチックに

（美味しい試食付きで）
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ミニドラマやＢＧＭ、ドラ や Ｇ 、
立体模型なども・・・

凝った演出で
斬新な企画をアピ ル斬新な企画をアピール

ＯＢも「プレゼン大会」にＯＢも「プレゼン大会」に
駆けつけ、審査に参加

大会の振り返りも
きっちり

打ち上げ・感謝会打ち上げ 感謝会

同期会の発足同期会の発足

社会人との交流社会人との交流

地域交流
「まなびピア」に出展

「ロゴマーク・コンテスト」」
などの運営も 「社会人基礎力」 ＊経済産業省が定義

１） 前に踏み出す力 （アクション）１） 前に踏み出す力 （アクション）

２） 考え抜く力 （シンキング）２） 考え抜く力 （シンキング）

３） チームで働く力 （チームワーク）３） チ ムで働く力 （チ ムワ ク）
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実践マナー＆ビジネスマインド講座実践マナ ＆ビジネスマインド講座

２０１０年１２月４日（土）２０１０年１２月４日（土）

１２：３０～１７：００

於） 岡山大学

【第１部】【第１部】

「実践マナー講座」 （桑田朋美 先生）

＜３２名受講＞ ＊８大学から

【第２部】

「ビジネスマインド講座」 （飯田哲司 先生）「ビジネスマインド講座」 （飯田哲司 先生）

＜３６名受講＞ ＊８大学から

【第３部】【第３部】

「伝達力・質問力アップ講座」 （上村明子 先生）

＜２４名受講＞ ＊８大学から

２０１０年１２月２５日（土） １３：００～１６：３０

於） 中国学園大学

１４７名参加 （学生 １１５名） ※７大学から１４７名参加 （学生 １１５名） ※７大学から

（学生以外 ３２名）

【第１部】【第１部】

「先手必勝！「先手必勝！

同期から一歩先んじる新入社員になる方法同期から一歩先んじる新入社員になる方法

～現場で活かせ！社会人基礎力～」～現場で活かせ！社会人基礎力～」

＜講師＞ 松下 直子氏

（株式会社 オフ スあん 代表）（株式会社 オフィスあん 代表）

【第２部】【第２部】

後輩たちに贈る 現場からの熱い言葉！

先輩 ： 「キャリア形成講座 修了生４名先輩 ： 「キャリア形成講座」修了生４名
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ﾋﾞｻﾞﾋﾞﾘﾚｰｼｮﾝｽﾞ ﾅｶｼﾏﾒﾃﾞｨｶﾙﾋ ｻ ﾋ ﾘﾚ ｼｮﾝｽ

杉本健太

（岡山大OB）

ﾅｶｼﾏﾒﾃ ｨｶﾙ

吉柳芽依

（岡山大OB）（岡山大OB） （岡山大OB）

山陽新聞社

仁井名小百合

ｼﾝｾﾘﾃｨｰ

渡邊雅斗

（清心大OB） （岡山大OB）

【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】【ｺ ﾃ ｨﾈ ﾀ 】

飯田哲司教授

本日のゲスト紹介本日のゲスト紹介

（「 ）（「キャリア形成講座」修了生）

キャリア講座 修了生キャリア講座 修了生

の意見発表の前にの意見発表の前に

2011年度ヒヤリング結果の報告

学生・企業の声

■受講した学生からの意見 （一例）

① 「キャリア教育」と「就活対策」は別もの！
区分してほしい

② 実践的なトレ ニングを行う『体験学習』を② 実践的なトレーニングを行う『体験学習』を
やってほしい （もっとやりたい）

③ 企業での勤務経験（入社面接～新人時代
～中間～管理職）のある講師から学びたい～中間～管理職）のある講師から学びたい

④ 社会人の先輩と交流できる場がほしい④ 社会人の先輩と交流できる場がほしい

⑤ 「必修科目」とはせず、「選択」にしてほしい！⑤ 必修科目」とはせず、 選択」にしてほしい！
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■企業の教育担当者の意見 （一例）

① 「アウトプットする能力 の強化を！① 「アウトプットする能力」の強化を！
（発信力） （成果物を作り上げる）

② 「地頭力」の強化を！

③ 「自立心」を強化を！

＋

① 「キャリア教育」と「就活対策」は別もの！
区分してほしい

学生と じ意見
区分してほしい

≪学生と同じ意見≫

①①

キャリア講座 修了生キャリア講座 修了生

の意見発表の意見発表

◆ 本日取り上げるテーマ ◆

Ａ） Ｂ）

「キャリア教育」と
「就活対策」は別もの！

実践的なトレーニング
を行う『体験学習』を就活対策」は別もの！

区分してほしい

を行う『体験学習』を
もっと導入して！

Ｃ） Ｄ）

「必修科目」とはせず 「アウトプットする能力」

Ｃ） Ｄ）

「必修科目」とはせず、
「選択」としてほしい
（再度受講したい）

「アウトプットする能力」
の強化を！
（成果物）（完結力）（再度受講したい） （成果物）（完結力）

修了生代表者 プレゼン

学生が望む講座とは

◆ 本日取り上げるテーマ ◆

Ａ） Ｂ）

「キャリア教育」と
「就活対策」は別もの！

実践的なトレーニング
を行う『体験学習』を就活対策」は別もの！

区分してほしい

を行う『体験学習』を
もっと導入して！

Ｃ） Ｄ）

「必修科目」とはせず 「アウトプットする能力」

Ｃ） Ｄ）

「必修科目」とはせず、
「選択」としてほしい
（再度受講したい）

「アウトプットする能力」
の強化を！
（成果物）（完結力）（再度受講したい） （成果物）（完結力）

②

グループに分かれての

②

グループに分かれての
意見交換意見交換

発 表
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配布用配布用
ワークシートワークシート

【MEMO】
A) 「キャリア教育」と「就活対策」は別もの！ 区分してほしい

（学ぶ 的が れぞれ違う ） （受講 た 時期が違う ） （内定後 学びた ）（学ぶ目的がそれぞれ違う・・・） （受講したい時期が違う・・・） （内定後にこそ学びたい・・・）

B)実践的なトレーニングを行う『体験学習』をもっと導入して！

＜体験 思考 夫 実践 振り返り 習慣化 習得＞ プ セ＜体験、思考・工夫、実践、振り返り、習慣化、習得＞のプロセス

C) 「必修科目」とはせず、「選択科目」としてほしい

（ 受講も認め ） （意欲 な 学生 受講 な ）（再受講も認めてほしい・・・） （意欲のない学生は受講しないでほしい・・・）
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D) 「アウトプットする能力」の強化を！ （成果物をつくる苦しみを知る） （完結する体験）

模擬会議 企 ペ プ ゼ 大会ex． 模擬会議、企画コンペ、プレゼンテーション大会、・・・
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社会人基礎力養成
ワーキング ２０１１ワ キング ２０１１

～ 学生や社会の現場が望む～ 学生や社会の現場が望む

キャリア形成教育とは ～

岡山オルガノン 中国学園大学オフィス岡山オルガノン 中国学園大学オフィス

ワーキングの実施報告

２０１０年 ２０１１年２０１０年・２０１１年

■ ワーキングのテーマ ：

「学生が望む“キャリア形成教育”とは」

■ 「ヒヤリング」「意見交換会」を実施 ：

・現役学生 （「キャリア形成講座」 受講生）

・ 〃 （ 〃 修了生）

・若手社会人 （ 〃 修了生）

・キャリア教育関係者

企業の人事教育担当者・企業の人事教育担当者

【取組内容】

「社会人基礎力養成 に関する「社会人基礎力養成」に関する

ワークショップの開催のための活動ワ クショップの開催のための活動

◆ 「学生へのヒヤリング・意見交換会」◆ 「学生へのヒヤリング・意見交換会」

◆ 「社会人へのヒヤリング・意見交換会」◆ 「社会人へのヒヤリング・意見交換会」

学生へのヒヤリング学生へのヒヤリング
意見交換会

（月１回ペースで実施）

「キャリア形成講座」の修了生へのヒヤリングキャリア形成講座」の修了生へのヒヤリング

社会人との意見交換会
（＋高校の先生方） （年間１８回実施）（＋高校の先生方） （年間１８回実施）

このヒヤリング・意見交換会での「内容」「要望」「提案」を元に、このヒヤリング 意見交換会での 内容」 要望」 提案」を元に、
連携校のキャリア教育実施担当者とのワークショップを開催する

＊このワ クシ プには学生代表者も参加の予定＊このワークショップには学生代表者も参加の予定
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キャリア講座 修了生キャリア講座 修了生

の意見発表の前にの意見発表の前に

2011年度ヒヤリング結果の報告

学生・企業の声

■受講した学生からの意見 （一例）

① 「キャリア教育」と「就活対策」は別もの！
区分してほしい

② 実践的なトレ ニングを行う『体験学習』を② 実践的なトレーニングを行う『体験学習』を
やってほしい （もっとやりたい）

③ 企業での勤務経験（入社面接～新人時代
～中間～管理職）のある講師から学びたい～中間～管理職）のある講師から学びたい

④ 社会人の先輩と交流できる場がほしい④ 社会人の先輩と交流できる場がほしい

⑤ 「必修科目」とはせず、「選択」にしてほしい！⑤ 必修科目」とはせず、 選択」にしてほしい！

■企業の教育担当者の意見 （一例）

① 「アウトプットする能力 の強化を！① 「アウトプットする能力」の強化を！
（発信力） （成果物を作り上げる）

② 「地頭力」の強化を！

③ 「自立心」を強化を！

＋

① 「キャリア教育」と「就活対策」は別もの！
区分してほしい

学生と じ意見
区分してほしい

≪学生と同じ意見≫

①①

キャリア講座 修了生キャリア講座 修了生
（現役学生）（現役学生）

の意見・提案の意見 提案

②②

キャリア講座 修了生キャリア講座 修了生
（卒業生・社会人）（卒業生 社会人）

の意見・提案の意見 提案
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③③

キャリア教育担当者キャリア教育担当者
企業の人事担当企業の人事担当

の意見・提案の意見 提案

◆ 検討テーマの候補 ◆

Ａ） Ｂ）

「キャリア教育」と
「就活対策」は別もの！

実践的なトレーニング
を行う『体験学習』を就活対策」は別もの！

区分してほしい

を行う『体験学習』を
もっと導入して！

Ｃ） Ｄ）

「必修科目」とはせず 「アウトプットする能力」

Ｃ） Ｄ）

「必修科目」とはせず、
「選択」としてほしい
（再度受講したい）

「アウトプットする能力」
の強化を！
（成果物）（完結力）（再度受講したい） （成果物）（完結力）

グループに分かれてのグループに分かれての
意見交換意見交換

発 表

検討用検討用
ＭＥＭＯシートＭＥＭＯシート

A) 「キャリア教育」と「就活対策」は別もの！ 区分してほしい

（学ぶ 的が れぞれ違う ） （受講 た 時期が違う ） （内定後 学びた ）（学ぶ目的がそれぞれ違う・・・） （受講したい時期が違う・・・） （内定後にこそ学びたい・・・）

B)実践的なトレーニングを行う『体験学習』をもっと導入して！

＜体験 思考 夫 実践 振り返り 習慣化 習得＞ プ セ＜体験、思考・工夫、実践、振り返り、習慣化、習得＞のプロセス
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C) 「必修科目」とはせず、「選択科目」としてほしい

（ 受講も認め ） （意欲 な 学生 受講 な ）（再受講も認めてほしい・・・） （意欲のない学生は受講しないでほしい・・・）

D) 「アウトプットする能力」の強化を！ （成果物をつくる苦しみを知る） （完結する体験）

模擬会議 企 ペ プ ゼ 大会ex． 模擬会議、企画コンペ、プレゼンテーション大会、・・・

【MEMO】
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◆ 本日取り上げるテーマ ◆

Ａ） Ｂ）

「キャリア教育」と
「就活対策」は別もの！

実践的なトレーニング
を行う『体験学習』を就活対策」は別もの！

区分してほしい

を行う『体験学習』を
もっと導入して！

Ｃ） Ｄ）

「必修科目」とはせず 「アウトプットする能力」

Ｃ） Ｄ）

「必修科目」とはせず、
「選択」としてほしい
（再度受講したい）

「アウトプットする能力」
の強化を！
（成果物）（完結力）（再度受講したい） （成果物）（完結力）

A) 「キャリア教育」と「就活対策」は別もの！ 区分してほしい

（学ぶ 的が れぞれ違う ） （受講 た 時期が違う ） （内定後 学びた ）（学ぶ目的がそれぞれ違う・・・） （受講したい時期が違う・・・） （内定後にこそ学びたい・・・）

B)実践的なトレーニングを行う『体験学習』をもっと導入して！

＜体験 思考 夫 実践 振り返り 習慣化 習得＞ プ セ＜体験、思考・工夫、実践、振り返り、習慣化、習得＞のプロセス

C) 「必修科目」とはせず、「選択科目」としてほしい

（ 受講も認め ） （意欲 な 学生 受講 な ）（再受講も認めてほしい・・・） （意欲のない学生は受講しないでほしい・・・）

D) 「アウトプットする能力」の強化を！ （成果物をつくる苦しみを知る） （完結する体験）

模擬会議 企 ペ プ ゼ 大会ex． 模擬会議、企画コンペ、プレゼンテーション大会、・・・

【MEMO】
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平成２３年 ９月 ８日 

岡山オルガノン連携校 各位 

（キャリア形成教育担当者 様） 

岡山オルガノン 中国学園大学オフィス 

                               代表  飯田 哲司 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  桑田 朋美 

 

 

 

社会人基礎力養成 「ワークショップ｣の開催について 

 

拝啓 

初秋の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、学生発案による「社会人基礎力養成」企画のワークショップ開催につきましては、５月より 学生な

らびに企業担当者等と打合せ・準備を進めてまいりました。 

ここで各大学の「キャリア形成教育担当者」の方々にお集まりいただき、学生と意見交換を行う「ワーク

ショップ（講習会）」を開催したく、下記に案内させていただきます。 

 つきましては、ご担当者ならびに関係者の方々への、連絡を宜しくお願い致します。 

                                                            敬具 

  

記 

 

１． 日  時 :   平成２３年 ９月３０日 （金)  １４：００～１６：００ 

 

２． 場  所 :   中国学園大学 12 号館３階 M303 教室、M304 教室    ＜案内図 参照＞ 

 

３． 対象者 :   キャリア形成教育の導入に関する担当者 (教務課等） 

キャリア形成教育の実施担当者 （教員・講師等） 

 

４．内 容 ： ① 学生による発表「学生が望むキャリア教育とは」 

         ② グループに分かれてのディスカッション 

           （大学の教職員＋学生＋若手社会人＋キャリア教育関係者 等）  

 

              ＊参加学生 … 「キャリア形成講座」修了生の代表メンバー ４～６名 

（岡山大・岡山理科大・就実大の学生） 

 

 

※出席者の連絡 

         【別紙】に記入のうえ、９月２６日(月)までに、メールまたはＦＡＸで連絡ください 

 

以上 

- 43 -



社会人基礎力養成ワークショップ

１．日時 ： ２０１１年９月３０日（金） １４：００～１６：００
２．場所 ： 中国学園大学 １２号館 ３０３教室

３．報告 ： 社会人基礎力養成ワーキングの内容紹介
（ヒヤリング実施に関して）

４．発表 ： 「学生が望むキャリア形成教育とは」
発表者） 「キャリア形成講座」の修了者代表４名

５．ワーク ： グループに分かれてのワークショップ（検討会）

６．その他 ： 【連絡事項】その他 【連絡事項】
① 「ビジネスマインド講座」開催

２０１１年１１月２７日（日）
於．中国学園大学 Ｌ３０９室

② 「社会人基礎力養成シンポジウム」開催
２０１１年１２月１１日（日）
於．中国学園大学 １２号館 大講義室

＊①②とも追ってチラシを配布いたします

岡山オルガノン 中国学園大学オフィス
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●出席者一覧 

連携校関係者 

大 学 名 氏  名 職  名 

岡山商科大学 
中川 尚子 キャリアセンター課職員 

長内 路子 岡山オルガノン岡山商科大学オフィス事務補佐員 

岡山理科大学 大本 勝子 岡山オルガノン大学教育連携センター事務補佐員 

川崎医科大学 大槻 剛巳 学長補佐・教授（衛生学） 

環太平洋大学 杉田 郁代 准教授 

吉備国際大学 大森 裕之 キャリアサポートセンター主任 

尾上 選哉 国際環境経営学部環境経営学科 准教授 

後藤 悟 教務部長 

倉敷芸術科学大学 忠政 慎也 学務部教務課長 

くらしき作陽大学 岡野 智博 就業力育成支援コーディネーター 

就実大学 高祖 宏志 キャリア支援・開発担当課長 

中国学園大学 直原 研造 就職支援センター 部長 

後藤 和宏 就職支援センター キャリアサポーター 

寺田 悟 地域連携センター教育担当 

 

ゲスト（キャリア形成講座修了生） 

氏  名 所属名 

高橋 和 岡山大学 文学部 

三宅 寛人 岡山理科大学 総合情報学部  

上田 楓子 就実大学 人文科学部 

渡邊 雅斗 (株)シンセリティ代表 (岡山大学経済学部卒業) 

 

氏  名 職  名 

飯田 哲司 岡山オルガノン 

中国学園大学 

オフィス 

代表 

桑田 朋美 コーディネーター 

永井 智子 事務補佐員 
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